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教師のためのデジタル教材の開発方法とその活用 
構造化による開発手法の研究と教師間の連携構築 

                     
沖縄県立浦添工業高等学校 

                            教諭  金城 満 
 
               
１ はじめに 
 デジタル化の進む21世紀の社会において、子ど
もたちの学習環境が変わりつつある中、どの様な
力を身につけさせれば良いのか、教師の果たす役
割はきわめて大きい。またデジタル教科書等教育
方法や教育情報化の進展により、教科を問わずデ
ジタル化のスキル等、求められる能力も変わりつ
つある。そのため情報の専門性にかかわらず行え
るデジタル教材の開発と活用を研究した。 
 また、研究の背景には多種多様な家庭や親への
対応、生活指導、日々の会議等、教師の授業以外
の仕事の膨張も影響している。この多忙な状況は
授業の質にも影響を与えかねない。だからこそ教
師の教材開発のデジタル化が必須になる。板書や
基本事項等の情報処理的な部分は、可能な限りデ
ジタル化して、生徒一人一人への対応時間を増や
す環境を整える事が最優先だろう。 
 本稿では「マルチメディア入門」と「沖縄の伝
統工芸」、2 点の iPad 用電子書籍型のデジタル
副教材（以降デジタル教材）の開発を行い、その
有効性と課題を示し、今後予想される教育のデジ
タル化の諸問題への対応と、教材開発の効率化を
模索する。２点の教材とも映像等多種類のコンテ
ンツを容易に使用出来る様にしたのが特徴である。
現段階ではまだ、生徒一人一人がタブレット端末
を使いインタラクティブ（双方向）に学べる物理
的環境が整ってはいないので、教師自身が教材を
手元で操作しての効率的な授業運営を目指した。 
 
２ 研究の目的 
 教育のデジタル化の方向性として総務省フュー
チャースクール推進事業0があり、モデル校での
取り組みと検証が始まっている。また世界数カ国
の教育でもグローバル社会を生き抜くために求め
られる一般的な能力を伸ばす「21 世紀型スキ

ル」iがある。これらに共通するのは子どもたち
が身につけるべき能力として批判的思考力、問題
解決能力、コミュニケーション能力、コラボレー
ション能力、ICT 活用能力などを規定したもので
ある。今後、このような教育の方向性を背景に小
～高校の授業ではタブレット端末等の活用で、デ
ジタル機器や教材を利用する授業が増えていくだ
ろう。本研究はその状況を踏まえつつ教師が日常
的に行える効率的な教材開発の方法と、デジタル
の特性による組み換え等によってもたらされる教
材の有効性の検証と、課題の克服を目的に展開し
た。 
 
3 研究の方法 
 先行研究に高校生を対象に HTML を使用した
ハイパーメディアでの映像制作に関する内容をま
とめた CDROM 教材があるii。しかし、映像の高
画質化等データ量の増大や、リンク設定の複雑さ
から、よりシンプルに作成できる電子書籍型に変
更した。デジタル教材には従来の紙教材では伝え
られない「動的」「インタラクティブ」の特徴が
ありリアルな情報を手軽に伝えられる利点がある。
そのためには分野の異なる全てのコンテンツを収

納した教材デー
タベース的な仕
組みが必要とな
る。現在は外付
け記憶装置が安
価になり大量の
コンテンツの集
中管理が可能に
なった。その教
材データベース
から授業内容に
応じ、必要なコ

 

図 1：組み換え可能な電子書籍型教材 
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ンテンツを組み換えデジタル教材化した（図 1）。 
⑴「マルチメディア入門」の開発 
 マルチメディア(multimedia)とは、文字・音
声・静止画・動画等の情報を一体化したコンピュ
ータ上の総合的な表現メディアである。これら多
岐にわたる分野の知識と、技術を１年間で効率よ
く、楽しく学べる事を目標にしたのがこのデジタ
ル教材である。教材使用対象は本校デザイン科 3
年課題研究マルチメディア分野を前提にしている。
導入はマインドマップで内容の全体像が俯瞰出来
ると同時に、各要素の細部が視覚的に理解できる
ようにした。（図 2）。これにより各要素の関係

性にも注目させる。この教材によって基本事項を
学び、過去の優れた参考作品を通して企画から撮
影、編集を経て DVD 制作までの知識と技術を学
ぶ。そして制作過程や作品意図をプレゼンテーシ
ョンして自作映像を公開する。この様な一連の流
れを体験させることで、知識と技術を発信者の視
点から学ぶことを目指した。教材開発に使用した
のは iBooks Authoriiiという電子書籍を作るため
のアプリで、情報の階層化や順番づけが容易に行

える。趣旨を伝え
るのに必要な基本
単位をチャプター、
さらに細分化した
要素群をセクショ
ン、そのページの
中に文章や図、動
画、授業で使用し

たプレゼンテーション等を収納できる（図 3）。
このように作成したコンテンツは組み換え可能で
再利用出来る特徴がある。 
⑵「マルチメディア入門」教材の構造 
 教材の構成は①～⑦の７分野である（図 4）。 

①導入：各内容についてのあらまし。②絵コン
テ：４種類の生徒作品の例から目的や、構成の方
法、絵コンテ用紙の使用法を図示。構成について
はマインドマップでの「手描き」と「コンピュー
タアプリ」の二種類を作成し構築方法を学ぶ。③
映像編集アプリ：２年時に学んだ一眼レフカメラ
の操作と、写真を使用した「iMovieivでのスライ
ドショー作成」をもとに撮影技術やカメラの知識
をまとめたプレゼンシートや参考作品から学ぶ。
詳細は関連サイトへのリンクで学べる。④DTM
（デスクトップミュージッック）：この分野は特
に著作権上重要である。使用アプリは音楽制作に
関して必要とされる録音、編集等の一連の作業が
出来るように構成された GarageBandvである。
また「RQ26DM」という演習では基本的な作曲
方法を、琉球音階を使用して試みる。⑤DVD 制
作：データ保存、メニュー作成、ディスクへ焼き
上げる制作過程を 2012 年卒業作品展上映用を例
に学ぶ。⑥プレゼンテーション：構成は入門編、
迷い編、作成編の 3 段階で学習出来る。またポ
スターセッションとしてフライヤー制作によって

宣伝効果や
展示方法に
注目させる
（図 5）。
⑦参考作品
データベー
ス：全体の
構 成 は 、
2012 年度

の卒業制作作品から 6 本選択して簡単な内容の
解説も加え鑑賞の手引とした。また筆者が歴任し
た 2 校からの参考生徒作品として 1997～2004
沖縄県立開邦高校芸術科 15 秒映像集等の作品と
2007～2011 沖縄県立南部工業高校コンピュータ
デザイン科での映像作品も収納した。これら他校

 

図 2：マルチメディア分野要素をマインドマップで俯瞰 
 

 

 

図 3：情報を束ねる構造 

 

 
図 4：マルチメディア入門の内容 

 

 

 
図 5：下のサムネールをクリックで拡大 
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を含めた 16 年間の作品を鑑賞することで、多種
多様な映像表現を楽しく学んで行けるよう意図し
た。なお画面右側のスクロール機能での移動式解
説がある（図 6）。 
⑶ 発展として「沖縄の伝統工芸」へ応用 
 「マルチメディア入門」の教材開発では様々な
コンテンツを構造化して、内容をインタラクティ
ブに表現できる技術が得られた。この技術を伝統

文化のアーカイブ
として応用できな
いかと考え行った
のが、中高生のた
めの「沖縄の伝統
工芸」の教材開発
である（図 7）。
使用コンテンツは

平成元～２年度に制作した中学校美術での活用を
目的に 27 分に編集したビデオ教材viをデジタル
化して再利用した。平成元年当時、学習指導要領
改訂の動きから授業時数の削減があり少ない時間
で効率的な授業の展開を可能にする教材開発の必
要性に迫られた。同時に伝統文化の尊重や国際理
解教育の充実を図るための教科内容の改善と地域
文化理解が背景にあった。しかし、授業時間内で
利用可能な適切な教材が無く、使用条件に合致す
るよう制作した映像教材であった。 
 それをベースにして新たに沖縄県立博物館の協
力を得て、歴史的背景の説明と図版等の内容の充
実を図った。加えて沖縄県工芸振興センターの協
力で伝統工芸の現状についての情報も組み入れる
ことが出来た。それによると沖縄の工芸産業は必
ずしも好ましい状況とは言えないのがわかる（表
1）。この衰退の傾向は沖縄県だけでなく全国的

な傾向viiでもある。この状況をふまえ工芸品の手
仕事の魅力を紹介し、伝統工芸産業への興味関心
を高めることを目的とした。また、法律でも保護
育成のため次の様に規定されている（表 2）。 
表 2：伝統的工芸品産業の振興に関する法律(伝産法) 
①主として日常生活の用に供されるものであること 
②製造過程の主要部分が手工業的であること 
③伝統的技術または技法によって製造されるものであること 
④伝統的に使用されてきた原材料であること 
⑤一定の地域で産地を形成していること 
 この教材では、これらの要件に沿って内容を分
かり易く、親しみのあるものとしてチャプターご
とに映像を区切り、図版を増やした。また、理解
度を確認するための、分解写真やクイズを加えて、
楽しく学べるよう工夫した（図 8）。 

 本教材を使用した実践として、本校デザイン科
「製図」での「OKINAWA もよう」という取り
組みがある。これは沖縄にある日常の様々なモチ
ーフから、一定の法則viiiに従ってパターンを導き
紋様化して、デザイン開発から製品化までを行う
課題である。実際の展開例としては封筒やブック
カバー、アクセサリーがある（図 9）。また、か

りゆしウェアー
ix等への展開も
可能で、新たな
伝統の継承と位
置づけて今後の
展開に期待が持
てる。 
 伝統に限らず
工芸品は「用の

 
図 7：内容への興味関心を高める表紙 

 
 図 8：「沖縄の伝統工芸」教材の構造 
 

 

 

図 9「OKINAWA もよう」お年玉袋 

 
図 6：参考作品データベースのメニュー画面と解説 

表 1：沖縄の工芸産業の現状 

ピーク時    年度 
 
工芸産業 

昭和 56 
年度 

昭和 57 
年度 

平成 27
年度  

生産額  57.5 億
円 

33.4 億
円 

6 割程度の
水準 

従事者数 3,570
人  1,671 人 半減して 

いる 
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美」と言われる。日常生活で使われ人々の手に触
れられることで、その精度が増していく。同様の
視点から、デジタル教材も試行錯誤の開発過程と
使い込みが必要であろう。 
 
4 結果と考察 
 以上２つの教材開発から開発時に必要な共通し
た要素があることがわかった。 
⑴ 手順の重要性 
 デジタル教材の効果を上げるには、全体の構造
が直感的かつ論理的に理解できるよう手順を踏ま
えコンテンツ一つ一つの情報の設計とその関係性
が重要になってくる（表 3）。 

表 3：情報設計は手順が大切 

⑵ 作成するコンテンツの種類 
 コンテンツを最初から全てを作る必要はなく種
類を分類し、使い分けすることで効率化が図れる。 

表 4：作成コンテンツの分類 
新分野や初担当授業で作成する
教材 

①新作 色彩等のデザイン分野やレイア
ウトや設計に関するもの 

iBooks Author の多
様なテンプレートを
活用することで作成
の効率化とデザイン
の統一感を図る 

過去の授業での改善策が検証済
みならば有効利用が可能 
ビデオテープ、カセットテープ
等アナログからデジタルへ変換 ②再利用 

プレゼンテーション資料を張り
付けそのまま組み込める 

過去の教材やアイデ
ィアのデジタル化に
より、電子書籍型に
再構成できる 

公的機関等資料や出版物からの
引用 ③出典 インターネットの情報もアドレ
ス等を明記 

出典を明確にして使
用規定を遵守して使
用 

④接続 インターネットへ直接リンク 教材外の情報を活用 

「沖縄の伝統工芸」の開発では③出典による資料
が必要不可欠で、沖縄県立博物館のガイドブック
から必要箇所を使用申請し許可を得ることで豊富
な資料が利用出来た。それにより過去の逸品の図
版や、歴史的背景が盛り込めて、教材の幅と説得
力が増した。この種の資料は、個人や、学校レベ
ルでの収集や撮影は困難であるため各機関との関
係構築及び事前の調整が欠かせない。④接続につ
いては教材内の情報に加えてインターネットでの
教材外へのリンク情報で詳細を補う。 

 これらデジタル教材に関する諸問題への、記述
として斎藤孝は、“ 「広く情報に開かれている」
というデジタルの利点を活かせるような授業を変
えるアイディアとセットで導入” xと述べている。
この事からも、デジタルの特性として全てを一つ
の教材でカバーする必要は無く、むしろ外の情報
をデータベース的に使う授業のスタイルの定着か
らデジタル読解力の育成が必要であろう。各コン
テンツの種類とその重要度を見極めて（表 4）①
～④の教材開発の手順と時間配分を整理すること
で、コンテンツ作成の効率化が図られる。肝心な
のは、ゆるがない体裁を整えることではなく、骨
太で随時修正出来る余地を残しながらの教材開発
を行うことである。また単独だけでなくコンテン
ツの組み合わせによって教育的効果を発揮するも
のもがある。デジタル教材は、その組み合わせの
可能性を広げるツールであり、コンテンツのハイ
ブリット化を実現出来る。 
 また「沖縄の伝統工芸」の例から過去のコンテ
ンツによる効率性と、有効性がわかった。このこ
とと伝統産業の現状を重ね合わせると、伝統を守
り続けるだけでも、新技術を開発し続けるだけで
も、消費者には受け入れられない。ましてや低コ
ストや流行に即した製品開発も同様である。教育
も変わる必要があるものと、変えてはいけないも
のがある。どちらも時代や環境に適するように注
意深く改良を加え、試行錯誤を繰り返していく姿
勢が問われるだろう。そのためにもデジタル教材
開発には、情報化がもたらす社会的影響力を見極
める必要があるだろう。 
 
5 成果と課題 
⑴ デジタル教材を使用しての成果 
 「マルチメディア入門」内のプレゼンテーショ
ン部分と「沖縄の伝統工芸」を使用した「製図」
の授業での使用前と使用後の変化を、各 2 クラ
スを対象にアンケート調査した結果、概ね好意的
な傾向が得られた（表 5）。また、デジタル教材

の今後の展開に
ついても同様の
結果が得られた
（表 6）。さら
にプレゼンテー
ションに関して

①要素を書き出
す 

教材内の要素を付箋に全て書き出す。後で並べ
替えたり書き換えたり整理しやすくする 

②分類 性質が似たものを一塊にグループ化する 
③ラベリング 分類してそれぞれのグループ名をつける 

④接続 情報本体の構造だけでなく他ページへの移動や
インターネットへのリンク情報へつなぐ 

⑤関係性を把握 テンプレートや階層構造等のモデルを利用して直感的に使用できるよう組み立てる 

表 5：デジタル教材での授業（％） 
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は使用前と使用後
の意識変化を調査
した結果、積極的
な姿勢への変化が
読み取られること
から、この教材が
有効に働いたと考

えられる（表 7）。 

 まとめとしてデジタル教材使用の授業全体の印
象を自由記述で答えてもらった。好印象としては、
内容のコンパクトさ、楽しくて興味深い等が挙げ
られた（表 8）。これはコンテンツ作成が限られ
たページ内へレイアウトするという事情が逆に簡

潔な情報となったことに
起因すると考えられる。 
 一方改善点としては、 
①条件によっては画面が
見にくい、②急に画面が
変わると内容がわからな
い、③目が疲れる、の３
つが上位にきた。長時間
見続けるなどの健康面に
関しては特に注意が必要

だと分かった。目を休ませる授業内容と組み合わ
せるなどの工夫が今後の課題である。 
⑵ タブレット端末の操作の面からの成果 
 学校の ICT 化に伴い授業においてはプロジェ
クターをはじめ複数の機器を使用した展開が増え
ると同時に、接続不良等のトラブルも増すだろう。
タブレット端末ではすべての内容を持ち運べるた
め接続が容易でトラブルも極力回避できる。結果
的に使用頻度が上がるため徐々に改善が図れ、教
材の質の向上につなげられる。 
⑶ 課題 
 開発教材は現在、iPad からの利用に留まって
いるが、将来的には、タブレット端末の種類に依
存しない開発方法を模索していきたいxi。タブレ
ット端末導入の過渡期の現在、教材の安全な共有

と子どもたちが主体的に学習出来る魅力的な教材
データベース構築の研究も同時に取り組む必要が
ある。デジタル教材の開発は一人の教師だけでの
取り組みでは先細りである。共同開発とそれらを
統合し関連付ける方法が望ましい。特に最終段階
では統一感のあるデザインに仕上げ、教材全体の
使い勝手を考慮すべきである。そのためにも教師
間の研究環境の整備と、研究意欲を刺激しあって
新たな教育の方法を構築する必要があるだろう。
具体的には教育機関の研究事業等を活用して、教
師間の研究姿勢を高めて、デジタル教材の開発を
通して教育現場に貢献できる研究を推進していき
たい。同時にこの様な姿勢を子どもたちに示すこ
とで、情報収集やプレゼンテーションの方法など、
教育界だけでなく実社会でも求められる力として
教師自ら伝えることを目指したい。 
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脚注 
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ム芸術の幾何学 創元社 2011 
ix 沖縄県の公的な場所でも着用可能なシャツで、 沖縄で
縫製され、沖縄観光を PR する柄のもの 
x 斎藤孝「デジタル教材が教育現場を変える」中央公論 
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